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■ 概 要 ■外 形 
 NJM2103は，電源電圧の遮断や低下等の異常を瞬時に検出して，
リセット信号を発生する電源電圧監視用 ICです。 
 5V 電源及び，任意に設定した電圧の 2 系統を監視することがで
きます。 
 
 
■ 特 徴 
●正確な電源電圧低下検出 (VSA=4.2V±2.5%) 
●任意電圧低下検出が可能 (VSB=1.22V±1.5%) 
●過電圧検出が可能 
●低消費電流 (ICC≦560µA @VSB=5V) 
●基準電圧が取り出し可能 
●低リセット保証電圧 (V+=0.8V typ.) 
●ヒステリシス特性付き検出電圧 
●外形 DIP8，DMP8，SIP8 

 
 
■ 端 子 配 列 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ ブ ロ ッ ク 図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NJM2103D NJM2103M

NJM2103L 

ピン配置 
1. CT 
2. VSC 
3. OUTC 
4. GND 
5. V+ 
6. VSB/RESIN  
7. VSA 
8. RESET  
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■ 絶対最大定格(Ta=25°C) 
項   目 記 号 定     格 単 位 

電源電圧 V+ 20 V 
  (Dタイプ) 500  
消費電力 PD (Mタイプ) 300 mW 
  (Lタイプ) 800  
入力電圧A VSA V++0.3 (<20) V 
入力電圧B VSB 20 V 
入力電圧C VSC 20 V 
動作温度 Topr -40～+85 °C 
保存温度 Tstg -40～+125 °C 

 
 
■ 電 気 的 特 性 
●直流特性(V+=5.0V，VSB=0V，VSC=0V，Ta=25°C) 

項   目 記 号 条     件 最 小 標 準 最 大 単 位

電源電流⑴ ICC1 VSB=5V - 380 560 µA 
電源電流⑵ ICC2  - 460 700 µA 
VSA検出電圧⑴ VSAL V+

立下がり，VSB=V+ 4.10 4.20 4.30 V 
VSA検出電圧⑵ VSAH V+

立上がり，VSB=V+ 4.20 4.30 4.40 V 
VSAヒステリシス幅 VHRSA  50 100 150 mV 
VSB検出電圧 VSBL VSB立下がり 1.202 1.220 1.238 V 
VSB検出電圧電源変動 ∆VSBL V+=3.5～18V - 3 10 mv 
VSBヒステリシス幅 VHRSB  14 28 42 mV 
VSB入力電流⑴ IIHB VSB=5V - 0 250 nA 
VSB入力電流⑵ IILB  - 20 250 nA 

HレベルRESET出力電圧 VOHR IRESET =-5µA，VSB=5V 4.5 4.9 - V 

RESET出力飽和電圧⑴ VOLR1 IRESET =3mA - 0.20 0.40 V 

RESET出力飽和電圧⑵ VOLR2 IRESET =10mA - 0.30 0.50 V 

RESET出力シンク電流 IRESET  VOLR=1.0V 20 80 - mA 
CT充電電流 ICT VSB=5V，VCT=0.5V 6.0 9.5 13.0 µA 
VSC入力電流⑴ IIHC VSC=5V - 0 500 nA 
VSC入力電流⑵ IILC  - 50 500 nA 
VSC検出電圧 VSC  1.215 1.235 1.255 V 
VSC検出電圧電源変動 ∆VSC V+=3.5～18V - 3 10 mV 
OUTC出力リーク電流 IOHC VOHC=18V - 0 1 µA 
OUTC出力飽和電圧 VOLC IOUTC=4mA，VSC=5V - 0.10 0.40 V 
OUTC出力シンク電流 IOUTC VOLC=1.0V，VSC=5V 6 20 - mA 

RESET保証最小電源電圧 V+
L VOLR=0.4V，IRESET =200µA - 0.8 1.2 V 

●交流特性 (V+=5.0V，VSB=5.0V，VSC=0V，CT=0.01µF，Ta=25°C) 
項   目 記 号 条     件 最 小 標 準 最 大 単 位

VSA入力パルス幅 tPIA  - 3.0 - µs 
VSB入力パルス幅 tPIB  - 1.5 - µs 

RESET出力パルス幅 tPO VSB=V+ - 1.5 - ms 

RESET立上がり時間 tr VSB=V+
，RL=2.2kΩ，CL=100pF - 1.0 - µs 

RESET立下がり時間 tf VSB=V+
，RL=2.2kΩ，CL=100pF - 0.1 - µs 

出力遅延時間 tPD VSB立下がり - 2 - µs 
   〃 tPHL VSC立上がり，RL=2.2kΩ，CL=100pF - 0.5 - µs 
   〃 tPLH VSC立下がり，RL=2.2kΩ，CL=100pF - 1.0 - µs 
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■ 端 子 機 能 

端子No. 端子名称 機   能 内 部 等 価 回 路 

1 CT コンデンサを接続し，リセッ

トホールド時間を決定しま

す。 

 

2 VSC コンパレータCの入力 

3 OUTC コンパレータ C のオープン
コレクタ出力 

 

4 GND グランド  

5 V+ 電源  

6 VSB/RESIN  コンパレータBの入力 
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■ 端 子 機 能 

端子No. 端子名称 機   能 内 部 等 価 回 路 

7 VSA コンパレータAの入力 

 

8 RESET  リセット出力 
プルアップ抵抗を内蔵して

います。 
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■ 応 用 回 路 例 
 
 1）5V電源電圧監視 2）任意電源電圧（VCC≦13.5V）の監視 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 3）任意電源電圧（VCC>13.5V）の監視 4）強制リセット 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

検出電圧≒ ⎟⎟
⎠

⎞
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⎝
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(注)VCCが4.50V以下の場合， 
  7ピンをVCCに接続して下さい。 

※VSB（6ピン）による検出電圧の設定
は不要の為，6ピンは V+へつないで

下さい。 

 検出電圧 ≒ ⎟⎟
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 定電圧出力VS ≒ ⎟⎟
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 RESET出力 ≒
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ローレベル

ハイレベル
 

※TTLレベルでの駆動の場合は，
強制リセット入力に VSBを用い

て下さい。 
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 5）5V，VCC＜12V電源電圧監視 6）非反転リセット出力（RESET） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 特 性 例 
 
 電源電流1対電源電圧特性例 電源電流2対電源電圧特性例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 リセット出力電圧対電源電圧特性例 検出電圧(VSA)対周囲温度特性例 
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■ 特 性 例 
 
 検出電圧(VSB)対周囲温度特性例 検出電圧(VSC)対周囲温度特性例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 リセット出力電圧対出力電流特性例 出力電圧(RESET )対出力電流(RESET )特性例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 出力電圧(OUTC)対出力電流(IOUTC)特性例 検出電圧(VSB，VSC)対電源電圧特性例 
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■ 特 性 例 
 
 リセットホールド時間対CT端子の容量特性例 リセットホールド時間対電源電圧特性例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜注意事項＞ 

このデータブックの掲載内容の正確さには 

万全を期しておりますが，掲載内容について 

何らかの法的な保証を行うものではありませ 

ん。とくに応用回路については，製品の代表 

的な応用例を説明するためのものです。また，

工業所有権その他の権利の実施権の許諾を伴 

うものではなく，第三者の権利を侵害しない 

ことを保証するものでもありません。 


